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初期形成段階における硝化細菌グラニ ュ
ール の 微生物生態構造解析
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［目的］高効率か つ 安定した生物学的窒素除去技術として硝化細菌グラニ ュ
ー

ル が注 目され て い る。しか し，そ の 形成

機構は未だ不明確な点が多く，実用化へ の障害となっ て い る。そこで本研究で は，硝侮細菌グラニ ュ
ー

ル の 形成機構

解明に向け ， 分子生物学fig手法を用い てグラニ ュ
ール 初期形成段階における微生物生態構造の解析を行っ た。

［方法1硝化細菌グラニ ュ
ール の 初期形成段階に お ける微生物虫態溝造を明らか にするため，16S　rRNA 遺伝子 および

amoA 遺伝子 を標的にクロ
ー

ニ ン グ法を用 い て存在す る細菌種 の 特定を行 っ た。さらに，　fluoresoence　in　sint

hylnidization（FISH）法を用い て クロ ・一ニ ング法から明らか に なっ た群集構造を経時的に評価した。

［髞 および鞠 16S　r  懸 訐 に基づ く系繃 斬 の 褓 ，
  moniaDxidizingbacteria （A （）B ）および ninite〈”Cidtang

icteria（NOB ）の 他に多様な従属栄養細菌がグラニ ュ
ー

ル 内に存在するこ とが明らか になっ た。系統解析より明らか に

なっ た細菌種を標的として FISH 法を行 っ た結果 ， グラニ ュ
ー

ル 初期形成躑蟹 AOB の ＃拾 が顕著に増加した 。 さら

に，cuaoA 遺伝子 に基づく系統解析を行っ だ結果，初期汚泥中の AOB は 系統的に多岐に わ た っ て い た の に対 して
， 初

期形成グラニ ュ
ー

ル で は ハ伽 o   躑 〃2の 漉 近縁種tl　i
’
優占化した 。 以上の 結果，グラニ ュ

ー
ル の初期段〜皆で は AOB ，

特に N ．〃mobilig 近縁種が選択的に凝梟 粒状化してグラニ ュ
ー

ル を形成してい ることが 示竣された。
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嫌気消化都市下水汚泥から分離した酪酸酸化 Desulfovibrio属新規硫酸還元細菌
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【目的】酪酸塩は有機物の嫌気的分解過程1こおける主要な中間代謝産物の
一

っ であり、嫌気生態系で は
一
般に酪駿

酸1匕細菌とメタン 生成古細菌や硫酸還元細菌等の H2消費生物との 栄養共生 、 または酪酸酸f鰄 細菌により分解

される。本研究で は 2 か所の 都市下水嫌気消化槽の 汚泥 う・ら酪酸塩を電子供与体とする培養で喋積 ・分離した硫酸還

元細菌株の 内の 代 表菌搬 BSY 掬 につ い て、詳細な系統分類学的特観 寸けを行っ た。

【方法】細胞の 接種や培養等の操作は全て o ユ除去混合ガス （N2：cO2＝95：5）気相下で 行 い 、16s・rl）NA 塩 1語蔽 1朕 定、

各種生理的・化学分類学的特徴付けは 常法に従つ た。

【結果】BSY 株の最近縁種は 伽 1加 わ蜘 ρ翩 鼠類1以性値：953％）だっ た。本菌株は運動性の あるグラム陰園 弯曲

桿菌で 、デス ル フォ ビリジンを持っ て おり、川
鰓

一
の電子供与体として酪酸塩を不完全酸化して （酪酸酸化 疏 酸還

元 1醜 唆生成＝2 ：1 ：4）増殖した 。 本菌株は 2一メチル 酪酸塩および吉草酸塩も酸化して増殖し、酢酸塩とプロ ピオ ン酸塩

を生成 したが、硫酸還元の 電子供 与体として 「 般的な乳酸塩とピル ビ ン 酸塩で の 増殖は微弱だ っ た。本菌株の DNA

G ＋C 含蠶ま63．3　molo ／o 、主な呼吸鎖キノン は MK 矧耳2）だ っ た。炭素数 14〜18の 偶麺 鎖脂肪酸を主敷 s菌体脂肪酸

とし、DesulfovthUb　maの 種の 特徴とされる分岐鎖脂肪酸をほ とん ど含まなか っ た 。 酪酸塩を酸 1園
闇隠
る DeSt4fovthmb属の

種は知られておらず、本菌株は既知の DesuifoUibi　io　fiの 種と大きく異なる特徴をもっ 新種と判断された。
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